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平
成
26
年
度
決
算

問
　
形
式
・
実
質
収
支
、
単
年
度

収
支
が
黒
字
と
な
っ
た
要
因
は
。

答
　
景
気
回
復
や
納
税
義
務
者
数

増
加
、
収
納
率
向
上
な
ど
に
よ
る
。

問
　
収
納
率
向
上
の
取
り
組
み
は
。

答
　
納
付
確
認
を
促
す
後
追
い
は

が
き
や
給
与
差
し
押
さ
え
な
ど
の

滞
納
処
分
強
化
、
全
庁
職
員
に
よ

る
臨
戸
徴
収
を
実
施
し
て
い
る
。

子
育
て
支
援　
　
　

問
　
園
庭
の
な
い
認
可
保
育
園
が
、

平
成
26
年
度
決
算

問
　
財
政
調
整
基
金
の
年
度
間
調

整
を
見
積
も
る
際
、
区
は
、
予
算

編
成
時
に
基
準
と
な
る
一
般
財
源

額
を
定
め
、
歳
出
を
そ
の
範
囲
に

合
わ
せ
て
い
る
。
歳
入
が
多
い
時

に
は
そ
の
超
過
額
に
つ
い
て
、
財

政
調
整
基
金
や
他
の
基
金
に
積
み

立
て
る
こ
と
は
あ
る
の
か
。

答
　
予
算
編
成
時
に
お
け
る
一
般

財
源
の
超
過
額
に
つ
い
て
は
、
義

務
教
育
施
設
整
備
基
金
な
ど
、
目

的
、
計
画
に
応
じ
て
積
み
立
て
る

も
の
を
優
先
し
て
い
る
。

問
　
今
年
度
決
算
の
よ
う
に
、
実

質
収
支
が
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
て

出
る
際
に
は
、
義
務
教
育
施
設
整

備
基
金
に
積
み
立
て
を
行
っ
て
は

ど
う
か
。

答
　
同
基
金
は
、
当
初
予
算
に
お

い
て
一
定
確
保
す
る
と
と
も
に
、

教
育
施
設
の
用
地
の
売
却
等
が
あ

区
立
小
・
中
学
校
の
校
庭
を
利
用

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。　

答
　
個
々
の
保
育
施
設
の
状
況
に

合
わ
せ
、
安
全
管
理
な
ど
に
十
分

配
慮
し
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

公
衆
浴
場
支
援

問
　
事
業
者
が
継
続
で
き
る
よ
う
、

さ
ら
な
る
助
成
を
す
べ
き
で
は
。

答
　
設
備
資
金
、
改
修
助
成
に
つ

い
て
、
使
い
勝
手
の
よ
い
支
援
に

な
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

っ
た
場
合
、
そ
の
収
入
を
財
源
と

し
て
積
み
立
て
を
行
っ
て
い
る
。

学
校
の
新
築
・
改
修
な
ど
の
経
費

は
、
決
算
の
状
況
を
踏
ま
え
た
上

で
剰
余
金
の
積
み
立
て
も
考
え
て

い
る
。

国
家
戦
略
特
区
制
度

問
　
中
野
は
東
京
西
部
地
域
に
伸

び
る
影
響
力
等
を
持
つ
べ
き
場
所

で
あ
る
。
中
央
線
沿
線
を
軸
に
、

経
済
や
文
化
活
動
を
繰
り
広
げ
る

新
た
な
顔
を
区
が
リ
ー
ド
し
て
形

成
し
て
い
く
構
想
を
持
っ
て
は
。

答
　
中
央
線
沿
線
か
ら
多
摩
に
か

け
ひ
と
つ
の
経
済
圏
を
発
展
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
思
う
。
職

住
近
隣
型
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

な
が
ら
、
さ
ら
に
、
利
便
性
の
高

い
中
央
線
で
結
ば
れ
て
い
る
地
域

間
の
連
携
を
模
索
し
た
い
。

東
京
都
住
宅
供
給
公
社
住
宅

問
　
中
野
駅
前
住
宅
建
て
替
え
に

つ
い
て
公
社
の
説
明
会
日
程
は
。

答
　
年
度
内
に
実
施
予
定
と
聞
く
。

問
　
現
居
住
者
へ
の
取
り
組
み
は
。

答
　
準
備
組
合
と
連
携
し
相
談
な

ど
に
つ
い
て
適
切
に
対
応
し
た
い
。

町
会
連
合
会
支
援

問
　
町
会
連
合
会
の
事
務
量
が
増

加
し
、
対
応
が
限
界
に
近
い
状
況

の
中
、
機
能
の
維
持
・
強
化
の
た

め
の
支
援
を
行
う
べ
き
で
は
。

答
　
連
合
会
の
声
を
聞
き
な
が
ら

環
境
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

ご
み
屋
敷
対
策

問
　
住
宅
な
ど
か
ら
ご
み
が
あ
ふ

れ
、
悪
臭
や
害
虫
な
ど
に
近
隣
の

方
々
が
悩
ま
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る 

「
ご
み
屋
敷
問
題
」
に
は
、
強
制

力
を
持
っ
て
解
決
す
る
方
策
を
つ

く
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
所
有
権
、
財
産
権
、
公
共
の

福
祉
等
を
整
合
さ
せ
る
な
ど
、
条

例
化
に
よ
る
規
制
等
も
視
野
に
入

れ
検
討
し
た
い
。

ゼ
ロ
ホ
ー
ル
西
館
の
昇
降
機
設
置

問
　
平
成
28
年
度
に
予
定
さ
れ
て

い
る
大
規
模
改
修
に
あ
わ
せ
、
高

齢
者
・
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円

滑
化
の
促
進
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
等

の
観
点
か
ら
も
小
ホ
ー
ル
の
施
設

内
に
昇
降
機
を
設
置
し
て
は
。

答
　
北
側
の
玄
関
を
入
り
、
左
手

の
１
階
玄
関
ホ
ー
ル
か
ら
２
階
に

至
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ら
設
置
の

可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

再
検
討
す
べ
き
平
和
の
森
公
園
へ

の
新
体
育
館
の
建
設

問
　
中
野
刑
務
所
が
平
和
の
森
と

な
っ
た
当
時
の
社
会
状
況
は
。

答
　
公
園
が
少
な
く
、
密
集
地
域

な
ど
を
踏
ま
え
、
防
災
公
園
と
し

て
の
機
能
が
優
先
課
題
だ
っ
た
。

問
　
都
議
会
へ
11
万
５
千
余
の
署

名
を
提
出
し
、
昭
和
47
年
に
中
野

刑
務
所
移
転
促
進
に
関
す
る
請
願

が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
、
50
年

に
法
務
大
臣
か
ら
中
野
刑
務
所
廃

止
の
声
明
が
発
せ
ら
れ
た
。
区
民

の
願
い
が
大
き
な
運
動
と
な
っ
て
、

区
議
会
、
中
野
区
、
そ
し
て
、
区

民
と
が
一
体
と
な
っ
て
勝
ち
取
っ

た
成
果
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
　
当
時
の
粘
り
強
い
区
民
運
動

の
成
果
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

問
　
区
民
協
議
会
が
ま
と
め
た
基

本
計
画
案
は
、
本
格
的
な
区
民
参

加
に
よ
り
得
ら
れ
た
成
果
だ
っ
た

と
思
う
が
、
公
園
は
、
ど
う
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
た
か
。

答
　
防
災
公
園
と
し
て
の
機
能
を

確
保
す
る
た
め
の
基
本
配
置
や
み

ど
り
の
広
場
を
中
心
に
樹
林
帯
と

水
辺
を
多
く
配
置
す
べ
き
で
あ
る

こ
と
、
平
常
時
は
、
子
ど
も
が
遊

べ
、
大
人
の
健
康
づ
く
り
の
た
め

の
軽
い
運
動
が
で
き
る
な
ど
の
多

目
的
な
空
間
を
創
出
す
べ
き
で
あ

る
こ
と
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

問
　
計
画
を
白
紙
に
し
、
体
育
館

建
て
替
え
に
１
年
の
ブ
ラ
ン
ク
が

生
じ
な
い
よ
う
区
民
参
加
、
区
民
、

区
議
会
、
中
野
区
、
ス
ポ
ー
ツ
団

体
が
議
論
し
、
平
和
の
森
の
歴
史

も
踏
ま
え
、
再
検
討
す
べ
き
で
は
。

答
　
閉
鎖
期
間
は
、
他
の
施
設
を

利
用
す
る
な
ど
の
工
夫
を
し
た
い
。

ま
た
、
区
民
の
理
解
を
得
な
が
ら

検
討
を
進
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

廃
止
、
削
減
し
た
事
業
の
問
題

問
　
社
会
科
見
学
・
遠
足
代
公
費

負
担
廃
止
、
就
学
援
助
引
き
下
げ
、

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
廃
止
等
に

よ
り
、
１
億
９
千
万
円
余
の
財
政

効
果
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、

こ
れ
ら
の
事
業
は
、
廃
止
等
を
す

べ
き
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
同

時
に
行
わ
れ
た
福
祉
タ
ク
シ
ー
券

の
所
得
制
限
に
よ
る
財
政
効
果
は
。

答
　
約
８
６
５
万
円
で
あ
る
。

区
民
の
中
に
広
が
る
格
差
拡
大

問
　
財
政
非
常
事
態
宣
言
の
も
と

負
担
と
犠
牲
が
区
民
に
負
わ
さ
れ
、

格
差
が
拡
大
し
、
生
活
保
護
受
給

者
が
増
え
て
い
る
が
、
特
に
高
齢

者
の
傾
向
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
　
全
受
給
者
の
約
２
・
３
％
増 

に
対
し
、高
齢
者
世
帯
は
、約
５
・ 

６
％
増
と
高
い
傾
向
に
あ
る
。

効
果
継
承
す
べ
き
通
級
指
導
学
級

問
　
特
別
支
援
教
室
の
指
導
を
受

け
る
児
童
は
、
具
体
的
に
は
ど
の

よ
う
な
課
題
を
持
つ
の
か
。

答
　
一
部
に
特
別
な
指
導
が
必
要

な
学
習
障
害
児
等
が
対
象
と
な
る
。

問
　
東
京
都
特
別
支
援
教
育
推
進

計
画
第
３
次
実
施
計
画
の
と
お
り
、

今
ま
で
と
変
わ
る
こ
と
な
く
、
通

級
指
導
学
級
は
残
る
の
か
。

答
　
拠
点
校
に
お
け
る
通
級
指
導

は
維
持
し
な
が
ら
、
特
別
支
援
教

室
で
個
別
の
巡
回
指
導
を
行
う
。

自
由
民
主
党
議
員
団内

川
　
和
久

公
明
党
議
員
団小

林
　
ぜ
ん
い
ち

日
本
共
産
党
議
員
団来

住
　
和
行

決 算 を う問
総括質疑

決算特別委員会

平成
26年度
平成
26年度

決算特別委員会では、9月
17日･18日･24日･25日の 
4日間、20人の議員が決算
全般について、質疑を行
いました。


